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平成２０年８月２５日
福島河川国道事務所

忘れていませんか・・・・・１０年前の災害

平成１０年８月２７日の豪雨災害から１０年

日頃からの備えが防災につながります。

今年の8月27日は、福島県内をおそった記録的な豪雨災害から10年目の日にあた
ります。

平成10年8月末、東北地方に停滞していた前線が台風4号の影響により活発化し、
26日から9月1日にかけて阿武隈川上流の福島県南部を中心に豪雨となりました。
この豪雨は僅か6日間で年間総雨量の75%、8月の白河地方の平均月雨量の6.3倍と
いう観測史上類のないものでした。
豪雨による被害は中通り全域に広がり、阿武隈川の氾濫により19の市町村で
約1万1,300世帯に避難勧告が出され、死者11名が及ぶ深刻な事態となりました。
さらに各地で道路やJR在来線がストップするなど、ライフラインの混乱も生じま
した。

福島河川国道事務所では平成10年災害から10年目の節目をとらえ『 防災 、その“ ”
教訓を活かし、そして風化させない取り組み』を展開しているところです。
その一環として「地域防災減災フォーラム（10月開催予定 「水防ゼミナール）」、
（9～11月にかけて4回開催 「各種パネル展」を開催し防災に対する知識や日頃）」、
の備えを理解して頂き、今後の地域防災力向上に向けた取り組みをすすめてまいり
ます。

また今年度実施している防災に関するアンケートの結果を見ると、以前に災害で
被害にあわれたり危険を感じた方々が多いのにかかわらず、日頃の災害への備えを
されていない方も約３割程度いることがわかりました。
また、各市町村で作成している「洪水ハザードマップ」を日頃見えるところに置
いている方は１割にも満たない結果となっています。この「洪水ハザードマップ」
は水害時の浸水区域や避難場所、日頃の備えなどが記載されていますので、内容を
確認し、日頃より災害への備えをお願いします。
※福島県内のハザードマップ情報はこちら
http://www.fks-wo.thr.mlit.go.jp/bousai/hazard/index.html
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【平成10年8月末豪雨による被災状況（福島県分 】）

・人的被害（人）

死者 重傷者

11 9

・住宅被害（世帯）

全壊 半壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 計

50 84 153 1,225 2,725 4,237

・農林水産（千円）

農業 農地 林業 治山 水産 計

4,302,136 15,662,000 2,752,029 5,918,500 482,950 29,117,615

・土木（千円）

急傾斜崩壊砂防河川 公園 道路 橋梁 下水道
防止設備設備

24,774,987 264,451 704,569 36,410 9,157,280 485,380 67,938

計

35,491,015 ※出典
「平成10年8月末豪雨による災害の記録 （福島県）」



【被災状況写真】

・阿武隈川と釈迦堂川の合流点 ・阿武隈川と堀川合流点付近
（須賀川市） （白河市）

・金山橋付近（郡山市） ・阿久津橋付近（郡山市）

・江持橋右岸（須賀川市） ・江持橋左岸（須賀川市）

・二本松市 ・本宮市（旧本宮町）



【繰り返される阿武隈川の災害】

阿武隈川は福島県から宮城県を縦断し、各都市を結ぶ重要河川です。
古くから水害の記録は数多く残っていますが、近年もたびたび水害が発生しておりま
す。
福島河川国道事務所では、今後も引き続き災害防止に向けた取り組みを行っていきま
すとともに、皆さまにおかれましても日頃より災害への備えをお願いします。

※出典 昭和33年以前････東北に影響を及ぼした台風
昭和33年以降････水害統計（流域内市町村の合計値）

 
福島 岩沼 福島 岩沼

 昭和13年 9月 1日  (台風) 169.5 164.5 3,320 4,430
 床下浸水 2,918戸
 床上浸水 1,068戸

 全　半　壊 79戸
 死者負傷者 25人

 昭和16年 7月23日  (台風8号) 240.6 228.0 4,310 5,450  床下浸水16,582戸
 床上浸水17,708戸

 全　半　壊208戸
 死者負傷者 69人

 昭和22年 9月15日  (カスリン台風) 181.3 170.6 1,880 3,400
 床上床下浸水合計
       　33,470戸

 全　半　壊209戸
 死者負傷者 38人

 昭和23年 9月17日  (アイオン台風と低気圧) 178.0 181.0 3,780 4,450  床下浸水24,558戸
 床上浸水18,834戸

 全　半　壊737戸
 死者負傷者 95人

 昭和25年 8月 4日  (台風11号) 126.0 149.2 1,670 3,170
 床下浸水17,097戸
 床上浸水 8,414戸

 全　半　壊686戸
 死者負傷者115人

 昭和33年 9月19日  (台風21号) ― 157.0 ― (6.72m)

 昭和33年 9月27日  (台風22号) 143.1 156.7 2,140 4,730

 昭和41年 6月29日  (台風4号) 148.2 138.7 2,340 3,660
 床下浸水   ―戸
 床上浸水   ―戸

 全　半　壊 ―戸
 死者負傷者 ―人

 昭和41年 9月25日  (台風26号とその温帯低気圧) 141.1 130.1 2,200 3,580  床下浸水   ―
 床上浸水 1,935戸

 全　半　壊338戸
 死者負傷者 ―人

 昭和46年 9月 1日  (台風23号) 136.6 154.6 1,710 2,920
 床下浸水   357戸
 床上浸水    37戸

 全　半　壊  1戸
 死者負傷者 ―人

 昭和56年 8月23日  (台風15号) 166.7 164.0 3,010 3,910  床下浸水   176戸
 床上浸水    24戸

 全　半　壊 ―戸
 死者負傷者 ―人

 昭和57年 9月13日  (台風18号) 131.4 140.6 2,950 5,730  床下浸水 4,204戸
 床上浸水   675戸

 全　半　壊 23戸
 死者負傷者 ―人

 昭和61年 8月 5日  (台風10号とその温帯低気圧) 233.5 248.2 4,140 7,590
 床下浸水11,733戸
 床上浸水 8,372戸

 全　半　壊111戸
 死者負傷者  4人

 平成元年 8月 7日  (台風13号) 127.2 160.9 1,960 5,240  床下浸水   668戸
 床上浸水   412戸

 全　半　壊 16戸
 死者負傷者 ―人

 平成 3年 9月19日  (台風18号) 136.1 126.3 2,350 3,170
 床下浸水   273戸
 床上浸水    79戸

 全　半　壊  1戸
 死者負傷者 ―人

 平成10年 8月30日  (停滞前線と台風4号) 215.8 189.5 3,990 5,400  床下浸水 1,713戸
 床上浸水 1,877戸

 全　半　壊 69戸
 死者負傷者 20人

 平成14年 7月11日  (台風6号) 220.9 220.6 4,120 6,690  床下浸水   886戸
 床上浸水   605戸

 全　半　壊 ―戸
 死者負傷者 ―人

洪水発生年
実績流量（m3/s）
（水位（m））

流域平均
2日雨量 被害状況

 全　半　壊 707戸
 死者負傷者 68人

 床下浸水29,233戸
 床上浸水 9,549戸



【災害に関するアンケートの結果概要（中間報告 】）

平成20年度に、各種行事にあわせて皆さまの災害に対する意識についてアンケートを
実施してまいりました。現在のところ、1078名の方々よりご協力を頂いております。今
年度は、今後も各地で同様のアンケートを実施し、来年3月に最終的に取りまとめ、結
果を公表する予定です。

問：以前に災害の被害を受けたり、危険を感じたか？（複数回答）

約９割の方々が、災害を経験した
り、危険を感じています。

※無回答除く 回答数 1,214件

問：災害に備えて何かしていることはあるか？（複数回答）

「避難場所・経路の確認 「 家族」、
との連絡方法」と答えた方が多いな
か 「特にしていない」と回答された、
方も約３割にのぼります。

※無回答除く 回答数 1,703件

問：ハザードマップを知っているか？

災害時の避難行動に必要なハザー
ドマップを「いつも見えるところに
置いている」と回答された方はわず
か８％となっており、ほとんどの方
が緊急時にハザードマップを使えな
い状況となっています。

※無回答除く 回答数 1,003件
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